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実験の見通しをもたせ、

考察する力を養う指導の工夫
－－児童がアドバイスし合う「学び合いシート」の活用を通して

特別研修員 諸星 文博 （富士見村立原小学校）

《研究の概要》

理科の問題解決学習に学び合い学習を取り入れた場合、自分の考えをまとめることがで

きず、学習に積極的に取り組めない児童への支援が課題となっていた。そこで、友だちの

考えや助言を参考に、自分の考えを明確にすることのできるように工夫した「学び合いシ

ート」を作成し、学習の中で活用した。その結果、児童は、具体的な実験の見通しをもっ

たり、実験結果をもとに考察を深め、自分の考えを書き表すことができるようになった。

Ⅰ はじめに

平成18年度に実施された『群馬県児童生徒学力

診断テスト（小学校 理科 『児童生徒学力向）』

上調査』から、理科における課題として、日頃話

し合い活動が十分に行われていないため、自分の

考えを表現したり、根拠を説明したりすることが

できないことが指摘された。

本校では、平成15、16年度に問題解決的な学習

における支援の工夫をテーマとして校内研修に取

り組み、17年度は、問題解決的な学習の発展とし

て学び合い学習について取り組んできた。これま

での研修から、学び合い学習では、他者の意見を

理解し、互いに教え合うことで、問題に対する自

分の考えを絞り込んだり、広めたりすることに有

効であることが分かった。しかし、自分の考えを

まとめることができずに学び合い学習に参加する

ことのできない児童への支援が課題として残っ

た。

理科の学習で、問題を解決していくための学習

に学び合い学習を取り入れてきたが、実験を計画

したり、実験結果から考察する場面で、自分の考

えをまとめるのに時間がかかる児童がいる。この

、 、ような児童は グループの話し合い活動において

積極的にかかわれないことがある。

そこで、理科の学習で、児童が学び合い学習に

積極的に取り組めるようになるための支援とし

て、自分の考えや気づいたことに対して、友達が

意見・助言を書き込み、それをもとに、友達と自

分の考えを比較し、自分の考えをまとめていける

（ 「 」 ）ワークシート これを 学び合いシート と呼ぶ

を工夫することにした。

この学び合いシートの活用により、児童が自分

の考えを再検討し、問題に対する自分の考えをよ

り明確にして書き表すことができ、実験の見通し

をもったり考察したりする力が育成できると考え

る。

Ⅱ 学び合いシートについて

１ 基本的な考え方

、 、学び合いシートは ①自分の考えや意見を書く

②グループの友達が、その意見・考えに対して賛

成や反対意見、また、賞賛や助言を書き込む、③

自分の考えや書き表し方を、友達の意見、助言を

参考に直したり、付け足していくものである。

そのために、問題を考え、まとめるときの参考

にしたり、目的がそれないようにしたりするため

に、児童の疑問をまとめたキーワードや文の書き

方の見本（文末表現など）を示す工夫をした。学

び合いシートの基本的な構成を次貢図１に示す。

理科の課題解決学習では、児童の活動として、

［課題を設定する］→［解決するための計画を立

てる］→［実験・観察をする］→［まとめる］→

［分かったことを深める・広げる］という流れに

なるのが一般的である。これらの学習の中で、学

び合いシートは、児童の考えに方向性をもたせた

り、比較検討させるような場面で活用することを
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図１ 学び合いシートの基本的な構成

○児童に考えさせたい問題や現象。また、観察の対象となる
写真など。

○児童が考えるときのキーワードや文の書き方の見本（文末
表現）など。

○問題に対する最初の考え ○友達の考えや助言を参
や意見を書く。 考に自分の考えを直し

、 。たり 付け足していく

○友達が最初の考えを見て、その考えに賛成、反対の理由
や助言を書いていく。

想定した（図２ 。）

図２ 学習の流れと学び合いシートの活用

この学び合いシートを活用する利点としては、

・自分の考えに対しての意見や助言を多くの人か

ら聞くことができる。

・友達の考えに対する意見や助言を書くために、

自分の考えを整理することができる。

・友達からの意見や助言が記録に残る。

・記録された意見や助言を参考にして、自分の考

えを再度じっくりとまとめ直すことができる。

などが考えられる。

以上のようなことから、自分の考えをもてた児

児童の活動 手だて 利用の仕方

① 課題設定 ワークシート ・自分の疑問や気づき

疑問・気付き

伝え合い（全体）

練り上げ 学び合いシート ・これからの学習の方向性を

（ ）もたせる キーワードなど

話し合い（グループ→全体）

② 解 決

○実験計画 学び合いシート ・実験、観察の仕方を考える

・実験、観察の視点や見通し

をもつ

話し合い（グループ→全体）

○実 験 観察や実験結果の記録

○まとめ・考察 学び合いシート ・実験の結果をもとに考察す

る

話し合い（グループ→全体）

③ 深める

体 験 分かったことを身近にあるもので実体験した

り、ビデオなどで疑似体験する。

適 用 学び合いシート 実験や観察の結果を身近な

ものの中にあてはめる。

童は、もう一度振り返ることで、問題をより深く

とらえ直すことができると考える。また、自分の

考えがうまくもてない児童にとっては、友達の考

えにふれることで問題を再認識し、友達の考え方

や表現の仕方を参考に、自分の考えをもち、表現

できるようになると考える。

そして、教師は、考えを変えるきっかけとなっ

た友達の助言や、その助言を取り入れた児童の変

容を把握できると考える。

２ 記入内容

学び合いシートに意見、助言などを書かせるに

は、各内容の指導が必要である。それは、自分と

違う考えを批判するのでなく、友達の考えを認め

ること。自分の考えとの違いや共通点を知らせる

こと。新たに考えたり、考え直すきっかけを与え

ることである。これにより、アドバイスを受けた

児童は、素直に対応し、自分の考えに取り入れる

ことができるものと考える。

Ⅲ 授業での活用

１ 学び合いシートの活用場面

第５学年「流れる水のはたらき」の単元におい

て学び合いシートを活用した。

本単元は、水が大地を削ったり、土砂を運んだ

り、堆積させたりすることにより、大地を変化さ

せることをとらえることがねらいの１つである。

学び合いシートは、表１に示した指導計画中の

実験を計画する場面とまとめる場面で活用した。



-報告 16 -

表１ 指導計画

時 過 程 学 習 活 動 支 援 ・ 指 導 上 の 留 意 点 評 価 項 目
○ 雨 の 日 の 校 庭 や 川 の 写 真 、 大 雨 に よ っ て 増 水 し た 川 ○ 雨 の 校 庭 は 、 外 に 出 て 地 面 の 様 子 を 観 察 さ せ る 。 □ ： 校 庭 の 観 察 や ビ デ考

問 の ビ デ オ を 見 て 、 気 づ い た こ と や 川 に つ い て の 考 え ○ 写 真 ビ デ オ は プ ロ ジ ェ ク タ ー で 見 や す く 投 影 す る オ な ど か ら 、 気 付 い た、 、 。
１ 題 な ど を ワ ー ク シ ー ト に 書 き 込 む 。 こ と や 感 じ た こ と を 書

を ○ 気 付 い た こ と 、 思 っ た こ と を 発 表 し 合 い 、 こ れ か ら く こ と が で き る （ ワ。
設 の 学 習 の 見 通 し を 持 つ 。 ー ク シ ー ト ）
定 ○ 前 時 の ワ ー ク シ ー ト や 発 表 さ れ た も の を 振 り 返 る 。 ○ 児 童 の ワ ー ク シ ー ト を 事 前 に 確 認 し て お き 、 良 い 気 付 □ ： 流 れ る 水 の 力 や 働考

す ○ ワ ー ク シ ー ト や 発 表 さ れ た 物 の 中 か ら 、 こ れ か ら の き な ど に 赤 線 を 引 い て お く な ど し て お く 。 き の 課 題 を 見 つ け る こ
２ る 課 題 に な り そ う な も の を 選 択 し た り 、 直 し た り し て ○ グ ル ー プ で 前 時 の 発 表 や ワ ー ク シ ー ト を 振 り 返 ら せ 、 と が で き る （ 観 察 ）。

い く 。 課 題 に な り そ う な も の を 話 し 合 わ せ 発 表 さ せ る 。
課 題 ： 川 の ひ み つ を 調 べ よ う ！ 】 ○ 実 験 は 砂 山 に 小 さ な 川 を 作 っ て 調 べ て い く こ と に し 、 □ ： 流 れ る 水 の 力 を 調【 考

問 ○ 川 の ひ み つ を 調 べ る た め の 実 験 計 画 と 観 察 の 視 点 を 川 の 形 や 水 の 流 し 方 、 ま た 、 注 目 す る 場 所 な ど を 学 び べ る 実 験 の 見 通 し を 持
３ 考 え 、 学 び 合 い シ ー ト に 書 く 。 合 い シ ー ト に 記 入 さ せ る 。 つ こ と が で き る （ 学。

題 ○ グ ル ー プ で 学 び 合 い シ ー ト を 見 せ 合 い な が ら 友 達 の ○ 変 化 さ せ ら れ る も の は 、 川 の 形 や 傾 斜 、 流 す 水 の 量 で び 合 い シ ー ト ）
学 び 合 い シ ー ト に 自 分 の 意 見 や 助 言 を 書 き 込 む 。 あ る こ と を 確 認 す る 。

を ○ 前 時 の 学 び 合 い シ ー ト を 振 り 返 り 、 自 分 の 考 え を 見 ○ 前 時 の 学 び 合 い シ ー ト か ら 、 川 の 形 別 の グ ル ー プ を 作 □ ： 話 し 合 っ た こ と を技

直 す 。 る 。 ま と め 、 発 表 す る こ と
４ 追 ○ グ ル ー プ で 話 し 合 い 、 川 の 形 や 注 目 ポ イ ン ト を 検 討 ○ グ ル ー プ の 話 し 合 い で は 、 川 の 形 、 観 察 ポ イ ン ト と そ が で き る （ 発 表 用 紙。

し 、 実 験 計 画 や 観 察 ポ イ ン ト と そ の 理 由 や 予 想 を 発 の 理 由 や 予 想 に つ い て 検 討 で き る よ う に さ せ る 。 ・ 発 表 ）
表 す る 。

○ 前 時 の 記 録 を も と に 「 川 の 力 （ 流 れ る 水 の は た ○ 学 び 合 い シ ー ト に 記 録 写 真 か ら 考 え ら れ る こ と を 書 き □ ： 実 験 結 果 を 流 水 の、 」 考

及 ら き ） に つ い て の 自 分 の 考 え を 学 び 合 い シ ー ト に 書 込 ま せ る 。 速 さ ・ 量 に 結 び つ け て
６ く 。 ○ 友 達 の 学 び 合 い シ ー ト に 自 分 の 考 え な ど を 書 き 込 む と 考 察 す る こ と が で き

、 、 、 、 。（ ）す ○ グ ル ー プ で 見 せ 合 い な が ら 、 友 達 の 学 び 合 い シ ー ト き に は そ の 考 え に 対 す る 感 想 や ま た 違 う な ら ば る 学 び 合 い シ ー ト
に 自 分 の 意 見 や 考 え を 書 き 込 ん で い く 。 簡 単 に そ の 理 由 を 書 き 込 ま せ る 。

る ○ 前 時 の 学 び 合 い シ ー ト を 振 り 返 り 、 自 分 の 考 え を 見 ○ グ ル ー プ の 注 目 ポ イ ン ト を プ ロ ジ ェ ク タ ー で 投 影 で き □ ： 流 れ る 水 の ３ つ の知

直 す 。 る よ う に す る （ 教 師 が 操 作 ） 働 き が 理 解 で き る 学。 。（
○ グ ル ー プ で 話 し 合 い 「 川 の 力 （ 流 れ る 水 の は た ○ 流 れ る 水 の は た ら き は び 合 い シ ー ト ）、 」

７ ら き ） に つ い て ま と め る 。 ・ 削 る ・ 土 や 石 を 運 ぶ ・ 削 っ た 土 や 砂 を 積 も ら せ る
○ グ ル ー プ で ま と め た も の を 絵 に 描 い た り し て 発 表 し こ と を ま と め る 。

合 い 、 全 体 で 「 川 の 力 （ 流 れ る 水 の は た ら き ） に」
つ い て ま と め る 。

注 □ は 科 学 的 な 思 考 □ は 観 察 実 験 の 技 能 ・ 表 現 □ は 自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・ 理 解： 考 技 知

２ 実験を計画する場面での学び合いシートの活用

(1) 工夫点

実験を計画する場面での学び合いシートでは、

実験への見通しをもたせるために、キーワードと

して形・水の量・速さ・深さ・力を入れた （図。

３）これは、課題設定の段階で、児童から出され

た疑問をまとめるなかで、共通する言葉として出

。 、 。されたものである また 書き方の手順を示した

②実験の時に注目してみるポ

イントの結果を予想したり、

調べたいことを書く。

①まずは、

一人で実験

方法を考え、

図や文で書

き表す。

図３ 実験を計画する場面での学び合いシート

考える手助

けとして、

キーワード

を入れた。

③グループの

友達が、賛成、

反対意見やア

ドバイスを書

く。

④友達のシー

トを見合った

後、自分の考

えた実験方法

を見直し、再

度かき表す。 ⑤グループでシートを見合った後、

友達のアドバイスなどを参考に

自分の考えを見直したものを書く。

(2) 結果と考察

土山でモデル実験をする川の形を考える場面

で、考えを変えた児童は、27人中４名であった。

児童が描いた川は、直線的な川とカーブのついた

川に大きく分けられたが、ほとんどの児童が自分

の考えた川を描くことができていた。考えを変え

た児童は、注目するポイントを付け足したり、形

を直したりすることができた。ある児童は、はじ

めは川の形をかけなかったが、友達からの「カー

ブの形を変えてみたら 「深さを変えてみたら」」
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「幅を変えてみたら」のアドバイスで蛇行した川

を描くことができた。

実験中に注目するポイントについての予想や調

べたいことについては、９人がアドバイスを参考

に自分の考えに付け足したり、考えを変えた。そ

の内容を表２に示す。

児童Ａ、Ｂは、自分の考えがもてなかったが、

友達からのアドバイスにより、注目ポイントを設

定できたり、比べる視点をもつことができるよう

になった。

児童Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆは、観察や比較の視点を絞

ったり、具体化することができるようになった。

児童Ｇ，Ｈは、注目ポイントでの観察する視点

が１つだったが、アドバイスによって観察する視

点を付け足すことができた。

児童Ｉは 「どうなるのだろう？」という興味、

をもつことができるようになった。

他に、友達の学び合いシートを見合う中で、参

考にできるものをとらえ、自分の考えにしている

児童もいた。

表２ 児童のアドバイスと考えの変化
児 最初の考え 参考にしたアドバイス 付け足ししたり
童 直した後の考え
Ａ なし ・ぼくだったら、ゴール ・最初の流れと最後

の所の流れを調べる。 の流れを比べる。
Ｂ なし ・カーブの所を見ればい ＊左記のアドバイス

いんじゃないの？ によって、川の形
・形が変わるかも の中に注目ポイン
・入り口を見ればいい。 トを設定すること

流れの速さなども。 ができた。
Ｃ・水を流したと ・変わるのは、深さじゃ ・水を流したとき

きに、山の形 ないの？ に、どのように深
がどのように ・深さは、土によって変 さが変化するのか
変化するのか 化するかしないか決ま 調べる。。

るよ。たぶん。
。Ｄ・角度 ・角度が変わると速さも ・だんだん速くなる

変わるんじゃない？
・カーブが終わった後だ

から速いかも？

Ｅ・最初の川幅を ・せまい方が速いと思 ・ふとい方が遅く
ふとく、最後 う。 て、せまい方が速
を細くして、 いと思う。
どちらが速い
か調べる。

Ｆ・カーブでは、 ・どうして、カーブでは ・カーブでは、流れ
流れが遅いと 遅いと思ったの？ が遅いか速いか上
思う。 ・外と内がわでは、速 流と比べる。

さがちがうかな？
Ｇ・大きなカーブ ・これなら、水の力も分 ・水の力も分かる。

で、川の形が かりそうだね。 カーブなので、力
変わるか調べ が強いと思う。
る。川が大き

。くなると思う
Ｈ・曲がるところ ・形も変わると私は思 ・形も変わるかもし

で、水の速さ う。 れない。
も変わるかも
しれない。

Ｉ・最初（上流） ・ぼくは、速いと思うよ ・最初は速いのか
は遅いと思う ・どうして、最初は遅い な？。

と思うの？

これらのことから、学び合いシートを活用した

学習が、実験の見通しを考え、書き表していくこ

とに有効であったと考えられる。

３ まとめる場面での学び合いシートの活用

(1) 工夫点

まとめる場面での学び合いシート（次貢図４）

、 、では グループ実験の時に撮った写真を貼ったり

絵を描いたりする枠をとった。さらに、グループ

実験での結果を分かりやすくするために 「水を、

流したら、～が～になった 「水を流している。」

時、～が～になった 」と表現の仕方の例を入れ。

。 、 、 、た また 考察する部分では キーワードに加え

アドバイスするときの書き方の例として「私は、

～になったのは、～が原因だと思う 「・・・。」

さんの考えは、～のところがなっとくできる 」。

などの文型を示した。

(2) 結果と考察

この学び合いシートを活用する中で、自分の考

、 、えを変えたり 付け足していった児童は12名おり

そのうち、友達からのアドバイスを活用して考え

を変えた児童は５名であった。その主な内容を次

貢表３に示す （他の７名は、アドバイスを書く。

活動の中で見た友達の考えを参考に、自分の考え

を直している ）。

児童Ｊは、アドバイスによって、なだらかなと

ころが深く削れないことを流れる水の強さと関連

付けることができるようになった。

児童Ｋは、川の形が変わったという事実を水が

土にしみこむからととらえていたが、アドバイス

によって、流れる水の力によって土が削れたと直

すことができた。

児童Ｌは、１つの実験結果の原因を他の結果に

も関連付けて考えることができるようになった。

児童Ｍは、考察が書けなかったが、カーブの削

れ方に注目し、水の量と削る強さとの関係をとら

えることができた。

、 、児童Ｎは 表現の仕方についてアドバイスされ

「～水には強い力がある」とまとめることができ

た。

これらのことから、学び合いシートを活用した

学習が、考察を深め、自分の考えを書き表すこと

に有効であったと考えられる。
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図４ まとめる場面での学び合いシート

実験の時に撮

影した写真を

貼ったり、絵

を描いたりし

て、実験の結

果を書く。

①実験結果に対しての考

察を書く。

③グループでシートを見合った

後、友達のアドバイスなどを参考

に、自分の考察を直して書く。

「～さんの考えは

～のところが納得

できる。」など、

アドバイスの書き

方の例を示した。

②グループの友

達が実験結果の

考察に対する、

反対意見やアド

バイスを書く。

「～したら、

～になった。」

などの文章表現

の例を示した。

表３ 友達からのアドバイスと児童の考察の変化

付け足しや直した考察児童 とらえた事実 → 考察 → アドバイス →

Ｊ

Ｋ

Ｌ

考察できなかった

Ｍ

Ｎ
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４ アンケート調査の結果

「流れる水の働き」の学習後、学び合いシート

の活用について、児童にアンケートを実施した。

その結果を以下に示す。

この結果から、児童は、学び合いシートを活用

した学習が、自分の考えをまとめるのに有効であ

ると考えていることが分かった。

これらの結果から、児童は、友達のアドバイス

や意見を肯定的に受け止め、自分の考えを見直す

ために活用していることが分かった。

この結果から、児童は、友達にアドバイスを書

くことによって、問題についてさらに深く考える

ことができ、このことが自分の考えを深めていく

のに役立っていると考えていることが分かった。

学び合いシートを活用した学習で、自分の考えがより

良くもてるようになったか
・そう思う １７人
・まぁ、そう思う ７人

・今までと同じ ３人
・今までよりももてなかった ０人

友だちからのアドバイスについて（複数回答可）

・自分の考えに自信がもてた １５人
・考えの足りないところを付け足しできた １８人
・間違っているところを直せた １１人

・考えが持てなかったが、少しもてるよう
になった ２人

・どちらかというとあまり参考にはしな
かった １人

友だちからアドバイスや意見を書いてもらったことで、
友だちから学習に関して助けてもらったり、教えても
らったりしたと思うか。

・そう思う １８人
・まぁ、そう思う ８人
・あまり思わない １人

・まったく思わない ０人

友だちにアドバイスを書くことについて（複数回答可）

・おもしろかった ７人
・友だちの考えを知ることで、問題の意味

がよく分かった。 １１人
・友だちの考えを知ることで、自分の考え

の参考になった １７人

・友だちの考えを知ることで、自分の考え
が少しもてるようになった ４人

・どちらかというとめんどうだった １人

・友だちの考えはあまり参考にはしなかった １人

Ⅳ 研究のまとめと今後の課題

今回の研究は、課題解決のために実験の見通し

をもったり、考察する力を養い、その考えを書き

表すことができるようにすることをねらったもの

である。この学び合いシートの活用により、児童

はアドバイスを参考に自分の考えを見直したり、

新たな考えのきっかけをつかんだりすることがで

きた。

また、アドバイスを友達に書いたり、書いても

らったりしたことで、友達に自分の考えを認めて

もらったうれしさや友達に自分の学習を助けても

らったという気持ちをもてるようになった。自分

がクラスの一員として、友達の学習を手助けして

いくことの大切さに気付く効果も見られた。

この学び合いシートは、話し合い活動の前段階

として取り組んだものである。今後、児童が自分

の考えを言葉でも適切に表現してけるように、支

援の工夫をしていきたい。

（担当指導主事 中村 清志）
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